
 
Return to the fundamentals of civil engineering. The citizens’ eyes. The collapse of the atomic power 
plant is the disaster caused by the man. The continuous natural energy. Be aware of sufficient. 

INOUE Michiaki

 

土木の原点・市民目線、原発崩壊は人災、そして持続可能自然エネルギー「足る」を知る。 
 

正会員 ○井上 達明 
 
土木の原点 市民目線 津波 

原発崩壊 持続可能自然エネルギー 足るを知る 

 
１°土木安全の哲学構築 

平成23年９月８日の土木学会全国大会に際し、東日本

大震災シンポジウム(於松山市民会館)で基調講演として、

山本卓朗会長の「東日本大震災の教訓と社会安全システ

ム―土木の原点を考えた行動計画を―」という講演が行

われた。要点を列挙する。 

Ⅰ土木安全の哲学  

１.市民感覚の立場―津波に対する原発の安全性 

２.システムの安全 

３.市民工学から見た安全、命を守るのが究極の安全 

Ⅱ土木の原点を見詰め市民工学への回帰活動を行う 

Ⅲ社会安全にどう応えるか？「想定外」をめぐる発言 

柳田邦夫：「想定外？それが事故の掟である」 

畑村：「事故の前にとことん考えよ」 

小出五郎：「起きる可能性のある事は総て起きる」 

技術者の話は信頼出来るか？の市民に対するアンケート

の答えは、2010年５月：86％、2010年４月：46％だった。 

２°｢市民目線｣、土木専門家の(義務と修練)行動規範 

―1999年９月、筆者 

 1938年(昭和13)にまとめられた「土木技術者の信条及

び実践要綱」は、どう見ても偉い学者先生が目下である

一般土木技術者に教えを垂れる体のものであった。その

後、敗戦後の復興を遂げ、技術も発展し強大な土木技術

を駆使するようになった土木技術者の行動規範として、

1999年に土木学会は「人々の安全を守り……現代の世代

は未来の世代の生存条件を保証する責務がある……」と

いう「基本認識」のもと「土木技術者の倫理規定」を制

定した。これを一覧すると「自然の尊重」「伝統技術を

尊重」「人々の安全・福祉・健康に関する情報は公開」

「公平・不偏」「誠実」「法令遵守」等々あるが、筆者か

ら見ると「市民目線・国民が主人」の考えがすっぽり抜

け落ちている｡(｢土木技術者倫理問題」(社)土木学会

2010年) 

 筆者はこれに先立って数年間「土木学原論事始め 心

が形を造る」として「土木哲学」を研究してきた。その

中で土木技術者の倫理のあり方を検討してきていて、

「土木専門家の(義務と修練)行動規範」として発表した

のは土木学会の「倫理規定」と偶然同じ1999年(平成11)

の９月の土木学会第54回年次学術講演会に於いてであっ

た。筆者の「土木専門家の行動規範」が土木学会の「倫

理規定」と異なる処は、第一に対象とする処が学者も含

む「土木専門家」とした事である。福島(のみならず)原

発崩壊は、官僚・メーカー・ゼネコンそして学者達を含

む原子力村の隠蔽、利権、為すべき事を為さぬ不作為性、

巨大災害を軽視して利益のみ追求する愚かさ及び市民に

対する責務を投げ捨てた人達のせいである。筆者の「行

動規範」は福島原発崩壊の12年前に作成したのだが、

「倫理規定」と異なる第二の点は「市民目線―市民が主

人(お金を出しているのは市民)」という当たり前のこと

である。以下、筆者の「土木専門家の(義務と修練)行動

規範」から要点をピックアップする。 

 Ⅰ拠り所 

 １.我々は宇宙自然から生まれその恩恵を受けている。

総て土木専門家は地球市民と日本国民によって養

われている事を常に自覚する。 

 ２.市民が主人、自然を天と仰ぎ、日本と世界を愛し、

自然と世界と市民を懼れ、市民を裏切ってはなら

ない。現に日本の原子力村が日本の国民を裏切っ

た為、日本各地の原発のストレステストで政府が

合格とした原発でも地元の反対によって再稼動が

不可能となっているではないか。 

そして各論：「土木専門家の根本精神」として 

 １.必要以上の手の禁止。 

 ２.僭上の禁止。学識経験者などと持ち上げられ、気

休め等有害無益の言辞を吐いてはならぬ。 

 ３.有害無益の物を作ってはならぬ。 

 ４.自然破壊の禁止 ５.情報の公開 ６.品位・清廉 

 ７.信念・名誉  ８.権威に盲従の禁止。 

 ９.市民と地球は自らが背負うという意気と信念。 

 10.適法 compliance  11.忠実。etc である。 

３°東日本大震災、大津波、原発崩壊 

 2011年(平成23)３月11日(金)午後２時46分 東日本大

震災。死者15,854人、不明3,155人。東京電力福島第１

原子力発電所１～４号機で全交流電源喪失。 

 津波 八戸6.7ｍ、田老24ｍ、釜石9.3ｍ、 

大船渡38.2ｍ、女川34.7ｍ、石巻8.6ｍ、仙台7.2ｍ、 

相馬9.3ｍ 
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４°東京電力福島第１原子力発電所 冷温停止？ 

 廃炉作業に着手する迄、今後３年間圧力容器の底の温

度を100℃以下に保つという条件をクリアした？ 技術評

論家の桜井 淳は「依然として毎時６億ベクレル程度の

放射性物質が放出されている。原子力機構の実験室で扱

う最大量の放射能に匹敵するレベルである」と述べる。

格納容器が設計温度(136℃)を大幅に上回る高温に達し

た為、上蓋を締め付けるボルトの周りのゴムパッキンが

弾性を喪失して、その隙間から蒸気や水素ガスが漏れ続

けている｡(｢週刊 東洋経済 2011年12月24～31合併号｣) 

５°私とその世代の責任 

原子力学者 住田 健二(80歳)大阪大学名誉教授は原

子力安全委員会の委員を1993年から2000年迄(1998年か

ら２年間は委員長代理)務めた。又、2000年から２年間

日本原子力会の会長。経済産業省、電力会社、メーカー、

ゼネコン及び原子力学者等は、何れも原発を推進する立

場にあり、総称して「原子力村」と呼ばれる。今の原子

力委員会の委員長は斑目 春樹(元東京大学教授)である。

住田は言う。「……並んでいる４つの炉が同時に事故を

起こすなんて……原子力の研究・開発に携わってきた人

間として、国民に申し訳ないとの気持ちを抑えきれませ

ん｣(｢NEWS Week 日本版 2011年8月5日号別冊｣) 

６°イギリスの発送電分離と寡占規制―関西学院大学 

経済学部 野村 宗訓教授 2012年３月15日 

 アンバンドリングとは垂直的に統合された企業を業務

内容別に分離する措置である―垂直分割。これまで日本

の電力会社は発送電について地域毎に一社独占であった。

ダイベスティチャー(divestiture)とは既存企業の物的資

源や経営資源を他社に譲渡する措置である。例えば、 

Generation 発電者   ↓  ↓  ↓  ↓ 

Transmission  National Grid Company（power pool) 
 送電・中継者     ↓  ↓  ↓  ↓ 

Distribution 電配送電者 ↓  ↓  ↓  ↓ 
Retail Supply 小売者 

Customer 消費者 

７°電気料金(家庭用) 

 赤文字は日本の小

口電力の料金 24円

/kwh で税込約0.3ド

ル/ kwh で、この図

は誤っている。因み

に日本の大口電力の

料金は８円/ kwh で

税込約0.1ドル/kwh

である。(IEA：Energy Price and Taxes の資料(税込)、

IEA は International Energy Agency 国際エネルギー庁) 

産経新聞 2011 年(平成 23)５月１日オピニオン 

８°持続可能自然エネルギーのコスト比較 

 左段表の赤字は右

下表のアメリカのエ

ネルギー情報局のエ

ネルギー年次報告

(2010年12月)の中、

平均値の単位ドル

/kwh を円/ kwh に換

算したもの。即ち１

ド ル 82 円 と し て

82/1000≒１/12.2倍。 

アメリカエネルギー

情報局 年次エネル

ギー報告2010年12月 

 

 

 

 

 

９°各自然エネルギーの特徴 

10°｢足るを知る」哲学者 梅原 猛 

 「21世紀には非西洋諸国が科学技術文明を採り入れ乍

ら自分の伝統的原理に基づいて新しい文明をつくるだろ

う」と述べた。過剰な消費は慎むべき。「もったいな

い」精神で生活する。忍耐強く秩序を守る被災者に世界

が驚いた。日本人には祖先から受け継いだ道徳精神が残

っている。自然の恩恵を享け感謝して生きる。そういう

文明によって、これからの日本を作り直すべきである。 
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